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1.　し ょうゆは加 熱すると香気 成分に変化 がおこ り風

味がか わる。 香気成分 はHead space vapor 法によ り

ガスクロマト グラフを行なったのであるが,   HSV 化 ナ

る際の加 熱方 法をいろ いろ かえて生 成する香気成 分の変

化 をし らべてみた。

2.　し ょうゆのHead space vapor 採取は100m/ 容

三 角フラスコにし ようゆを正確に20  m/ 採取し，アル ミ

箔 で密封し たのち加熱 を行い,   5 分放 置後 シ ジンジで蒸

気 を採取し， ガスクロマト グラフにかけ る。 ＨＳＶ に用

い る100 ml フ ラスコ 中 に試 料(し ょうゆ濃度はそのま

ま，又 は,  l~50o/o)を入れ，密封後，直火 または湯煎上

で加熱 を行い，必要 な温度 で必要 な時間 だけ 加熱 を行 っ

たのち,   Head space vapor を採取した。

3.　し ょうゆ１分加熱試料 の蒸気 中から アセト アル デ

ハイ ド他15 種類 の成 分を検出し た。し ょうゆの加熱時

間を１分 ～20 分 まで経時的に変化せし めた実験 では, 7

分以後 になると生成成 分の種類 が多 くなる。 また，加熱

時間を一定にし て,  60,70,80,90,100°C まで温度を変化

させる実験では，温度 が高 くなるにしたがい生成成分の

種類も量 も多 くなるこ とが わかった。し ようゆ濃度を1

～50% まで変化させた実験 では, 1% の薄い濃度でもア

セト アル デハイ ド， アセト ン，イソ ブ チ ル アルデ ハイ

ド，蟻酸エチル，メチルエチル ケト ンなどの成分 が生成

するこ とが わかった。


